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1. 背景・目的 
我が国では外国人労働者の受け入れ拡大に

舵を切ったことに伴い，今後全国で外国人の定

住化がすすむものと予想される。特に郊外住宅

団地は，入居のハードルや賃料が比較的に安い

ことから外国人が入居しやすいため，増加する

ものと考えられる。 

しかし，マスメディアなどでは住文化の違い

などからトラブルが生じていると報じられて

いる。将来的に外国人と日本人の良好な共生を

目指すためには，外国人の居住実態，トラブル

の実態や原因を把握する必要がある。 

 本研究ではその端緒として，多くの外国人が

住む公営住宅がある千葉市美浜区高浜地区を

事例として，その管理者側から得た課題につい

て明らかにすることを目的とする。 

 

2. 研究方法 
 千葉市美浜区高浜に公営住宅を持つ県，市の

管理担当者にそれぞれヒアリング調査を行う。

ヒアリング調査では主に「日常生活における課

題の有無」，「コミュニティに関する課題の有

無」，「業務での特別な対応に関する内容」の

3つに分類して調査を行う。(表1) 

  

表1 ヒアリング調査の項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 千葉市美浜区における人口変動 
 2018年2月時点で千葉県の人口約627万人の

うち，在留する外国人は約18万人である。その

うち6万4千人が中国人である。また，中国人居

住者が最も多い市町村は千葉市美浜区の4,948

人で県内の約13%である。市営住宅と県営住宅

が建ち並ぶ美浜区高浜1丁目における日本人の

人口と居住者の年代層の変動を表したものが

表2，さらに外国人居住者数の変動を美浜区全

域と比較したものが表3である。 

 H17～H27年における美浜区高浜及び高浜1

丁目では，全体的に人口が減少傾向にある。特

に美浜区高浜では10年間で約2,000人が減少

している。 

高浜1丁目における5歳階級ごとの人口は

H17年では最も多いのが30~34歳(729人)，2番

目に多いのが35~39歳(606人)，3番目に多いの

が55~59歳(547人)であるのに対し，H27では

最も多いのが40~44歳(468人)，2番目に多いの

が65~69歳(438人)，3番目に多いのが45~49歳

(422人)と高齢傾向にある。また，同じ年齢階級

でも人口が減少している階級が多いことが分

かる。 

 H17年からH27年の10年間で美浜区の外国

人は全体で約2,000人，そのうち高浜地区では

約500人，さらに美浜区高浜1丁目は約300人増

加している。また，美浜区高浜1丁目における

外国人居住者数は美浜区全域の約20％を占め

ていることから非常に多くの外国人が居住し

ている。 

 

表2 美浜区における人口変動と年代層の変化  
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表 3 美浜区における外国人の人口変動 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 団地管理者へのヒアリング調査 
 各団地管理者へのヒアリング調査にあたり
千葉市では建築部住宅整備課に，千葉県庁では

県土整備部市整備局住宅課に行った。ヒアリン

グで得られたそれぞれの公営住宅での課題の

有無とその対策等を表4に示す。 

 現状，日常生活における課題はどちらとも発

生しており，ゴミ出しや騒音問題，共用部での

耕作などがあげられた。また，自治会活動への

不参加や公営費の未払いといった苦情も出て

いる。ゴミ出し等ルール違反の対策として，違

反者が特定できた場合は中国語を用いた張り

紙をしている。しかし，現状は共用部をみんな

で協力してきれいに使うことを理解してもら

うのが難しいとの指摘があった。 

 コミュニケーション上の課題では，自治会長

や管理人に自動翻訳機の貸し出しを行い，日本

語を話せない居住者との日常生活での意思疎

通に役立てている。しかし，住民同士の交流の

場は団地集会所のみであることや，自治会内や

地域コミュニティの中で開催された茶会や日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本語教室も長続きしなかったという課題がみ

られた。外国人居住者との交流企画も持続性を

保つための工夫が必要とされている。 

 団地管理の業務では，外国人居住者に接する

機会は少ない。しかし，団地自治会と協力し，

公社での通訳者雇用や通訳者を交えたゴミ捨

ての生活マナー講習等を計画している。さらに

千葉市において外国人市民懇談会を開催し，市

政に対する外国人からの意見を頂戴する機会

を設けている。 

 

5. まとめ 
 現在の高浜1丁目では，人口の減少と高齢化

が進んでいる。その半面，外国人居住者は増加

傾向にある。 

 県営と市営のそれぞれにおける日常生活や

コミュニケーションに関するトラブルは発生

している。これに対して団地自治会での翻訳機

の貸し出しや自治会と連携したマナー講習会

の企画など対応があげられた。 

 現状における課題とその対策から，トラブル

の原因や団地内での持続的なイベントの企画

といった具体的な課題について追及したいと

考える。また，今後多面的な視点での調査を行

うために，外国人と直接的に関わると思われる

団地自治会や千葉市国際交流課等にヒアリン

グを行いたい。 
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